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ワクチンの効果
新型コロナワクチンには、主に発熱
やせきなどの発症や重症化の予防が
期待されています。ワクチンの入った
注射をしたグループでは、新型コロナ
ウイルス感染症の症状が出た人の数
が、ワクチンの入っていない注射を
したグループより95％少なかったと
の報告があります（令和３年２月15日
現在）。多くの方が接種すれば、重症
者や死亡者を減らし、医療機関の負
担を減らすことが期待できます。

ワクチンの安全性 山路を登りながら

現在得られている報告によれば、ワク
チンはウイルスに感染しても発症した
り重症となる可能性が低くなりますが、
全く感染しなくなるわけではありませ
ん。引き続き、密集・密接・密閉の「３つ
の密」の回避、マスクの着用、石けんに
よる手洗いや手指消毒用アルコールに
よる消毒などが必要です。

どんなワクチンでも、副反応が起こる可能性があります。ワクチン
接種では、体内に異物を投与するため、接種した所の腫れ・痛み、
発熱、頭痛などが起こることがあります。接種後に、ワクチン接
種と因果関係が不明なものも含めて、接種部位の痛みや、頭痛･
倦怠感･筋肉痛等の副反応がみられたことが論文等に発表され
ています。米国でファイザー社の新型コロナワクチン接種後に報
告されたアナフィラキシー（急性アレルギー反応）は、100万回
あたり4.7例です。74％が接種後15分以内、90％が接種後
30分以内に症状が現れています。また、接種会場には必ず医師
がいますので、アナフィラキシーが起きたときには、その場ですぐ
に治療を受けることができます。

接種後の感染対策

ワクチン接種の流れ

新型コロナQ&Aは
こちらから

※掲載内容は最新データが入ります。

新型コロナワクチン NAVI
最新情報はこちらから
首相官邸HP
新型コロナウイルスについて
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見出しや日々の活動写真、政策などのスペース
※写真にはキャプションをつけてください

【自分で制作してデータを持ち込む場合】
裏面全体の紙面サイズ（天地203ミリ×左右243ミリ）　       部分
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